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有
為
会
の
近
況 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
下
、
支
部
会

員
の
皆
さ
ま
に
は
窮
屈
な
生
活
を
送
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
有
為
会
の
活
動

も
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

米
沢
で
開
催
し
て
き
た
通
常
総
会
は
、
６
月

２
７
日
東
京
興
譲
館
に
お
い
て
会
長
以
下
ご

く
少
数
の
人
員
の
出
席
の
み
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
総
会
の
議
案
の
内
容

は
、
こ
の
支
部
だ
よ
り
と
一
緒
に
お
送
り
し

た
会
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
正
会
員
の

方
は
、
議
決
権
行
使
書
（
委
任
状
）
を
必
ず
提

出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
仙
台
支
部

の
総
会
と
関
連
行
事
は
、
当
初
６
月
６
日
に

開
催
の
予
定
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た

が
、
仙
台
で
の
３
月
末
か
ら
の
感
染
者
の
急

速
な
増
加
に
よ
り
無
期
延
期
と
し
て
お
り
ま

す
。 

 

舎
生
募
集
活
動
： 

昨
年
春
の
募
集
は
入
寮

者
ゼ
ロ
の
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
東
京
興

譲
館
も
入
寮
者
が
な
く
、
事
態
を
重
視
し
た

育
英
事
業
部
は
、
原
因
究
明
の
た
め
の
高
校

へ
の
調
査
を
行
い
、
従
来
行
っ
て
き
た
置
賜

の
主
要
高
校
に
お
け
る
有
為
会
の
育
英
事
業

の
説
明
会
の
他
に
、
置
賜
３
市
５
町
の
広
報

誌
に
「
寮
生
募
集
」
を
掲
載
し
て
も
ら
う
な
ど

宣
伝
を
強
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
格
が
未
定

の
段
階
で
応
募
が
で
き
る
予
約
募
集
を
採
り

入
れ
、
受
験
後
直
ち
に
住
居
を
決
め
た
い
受

験
生
と
親
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

仙
台
寮
の
場
合
、
予
約
募
集
へ
の
応
募
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
５
名
募
集
の
と
こ
ろ
、

２
名
の
新
入
寮
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
な
お
東
京
興
譲
館
に
は
１
０
名
の
新

入
寮
生
が
あ
り
、
う
ち
３
名
は
予
約
内
定
者

で
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
仙
台
興

譲
館
寮
の
近
況
： 

宮
城
県
の
感
染
者
は
３

月
末
に
７
名
で
し
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
増

加
し
ま
し
た
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
４
月

２
８
日
に
８
８
名
に
達
し
た
後
は
、
６
月
２

日
ま
で
新
た
な
感
染
者
は
で
て
い
ま
せ
ん
。 

 

４
月
１
日
に
本
部
か
ら
「
新
型
肺
炎
拡
大

に
伴
う
興
譲
館
寮
生
へ
の
注
意
喚
起
に
つ
い

て
（
依
頼
）」
の
メ
ー
ル
が
届
き
、
そ
れ
に
記

載
さ
れ
た
「
寮
生
に
対
す
る
注
意
事
項
」
を
館

長
が
す
ぐ
に
掲
示
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
、
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
入
除
菌
ク
リ
ー
ナ
ー
を
準

備
し
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た

４
月
７
日
の
前
日
６
日
の
夕
方
、
新
型
コ
ロ

ナ
へ
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
事
態
が
発
生
し
ま

し
た
。
寮
母
さ
ん
と
寮
長
は
直
ち
に
そ
の
寮

生
を
自
室
に
隔
離
し
、
ト
イ
レ
を
別
に
し
、
食

事
は
部
屋
に
運
ぶ
な
ど
、
他
の
寮
生
と
の
接

触
を
避
け
る
措
置
を
と
り
ま
し
た
。
幸
い
翌

朝
に
は
平
熱
に
戻
り
ま
し
た
の
で
、
３
日
ほ

ど
様
子
を
見
て
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
か
め

た
後
、
隔
離
を
解
除
し
ま
し
た
。 

米
沢
有
為
会 

仙
台
支
部
だ
よ
り 
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多
人
数
が
暮
ら
す
寮
は
、
感
染
症
の
防
御

に
は
極
め
て
不
向
き
と
言
え
ま
す
。
４
月
３

０
日
に
福
島
大
信
夫
寮
の
寮
生
の
感
染
が
報

道
さ
れ
ま
し
た
が
、
他
人
事
で
は
な
く
、
今
後

も
警
戒
を
緩
め
る
こ
と
な
く
感
染
の
収
束
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。 

 

寮
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
難
し
く
な
っ
て
い

て
、
寮
生
の
生
活
は
以
前
よ
り
も
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
終
学
年
の
寮
生
は
、

就
職
活
動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。 

 

四
月
下
旬
に
、
本
部
か
ら
カ
ッ
プ
麺
の
差
し

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
会
員
や
仙

台
寮
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
マ
ス
ク
、
体
温
計
、
レ
ト
ル

ト
カ
レ
ー
、
カ
ッ
プ
麺
等
が
届
け
ら
れ
寮
生

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
長
期
戦
と
な
り
そ
う

な
の
で
、
今
後
も
物
心
両
面
の
援
助
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

寮
母
の
退
職
と
新
寮
母
の
募
集
： 

１
４
年
に

渡
っ
て
仙
台
興
譲
館
の
寮
母
を
勤
め
た
小
野

寺
真
知
子
さ
ん
は
、
昨
年
末
に
退
職
し
た
い

と
の
希
望
を
表
明
し
て
い
ま
し
た
が
、
退
職

時
期
を
若
干
延
長
し
４
月
上
旬
で
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、

直
ち
に
新
寮
母
の
募
集
に
入
れ
ず
に
い
ま
し

た
が
、
幸
い
、
宮
城
県
は
こ
の
１
ヶ
月
感
染
者

が
出
て
い
な
い
の
で
、
近
々
募
集
を
開
始
し

ま
す
。
募
集
は
求
人
誌
へ
の
広
告
を
考
え
て

い
ま
す
が
、
支
部
会
員
の
中
に
適
当
な
候
補
を

ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
是
非
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

会
員
異
動
：
昨
年
の
総
会
以
降
、
年
度
末
ま
で

に
入
会
者
が
４
名
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
退
会

者
が
３
名
あ
り
ま
し
た
の
で
、
年
度
末
で
の

会
員
数
は
１
名
増
と
な
り
ま
し
た
。 

 

支
部
理
事
会
： 

令
和
元
年
１
２
月
以
降 

令
和
元
年
度
第
３
回
理
事
会 

 

令
和
２
年
２
月
１
６
日
（
日
） 

 

議
題 

・
２
年
度
の
予
算
要
求 

 

・
会
員
異
動
（
入
会
、
退
会
） 

 

・
寮
母
募
集 

 
 

・
２
年
度
支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会 

 
 

関
連
（
開
催
日
・
会
場
・
講
師
の
選
定
） 

 
 令

和
２
年
度
第
１
回
理
事
会 

 

令
和
２
年
４
月
１
８
日
（
土
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
増
加
に 

よ
り
中
止
、
支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇
親 

会
の
無
期
延
期
、
会
員
異
動
（
退
会
）、 

元
年
度
決
算
を
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス 

に
よ
り
了
承
。 

 

（
仙
台
支
部
長 

甲 

國
信
） 

      

会
員
の
コ
ー
ナ
ー 

バ
ル
ト
三
国
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
を 

訪

ね

る

 
(

２

)  
 

  

鈴
木 

良
平 

 

２
０
１
９
／
６
／
１
１  

カ
ウ
ナ
ス
市
か
ら
バ
ス
で
６
時
間
３
０
分 

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
ま
で
は
長
い
。

国
境
を
越
え
市
内
に
入
り
、
ま
ず
は
シ
ョ
パ

ン
の
像
が
建
つ
美
し
い
ワ
ジ
エ
ン
公
園
で
降

り
、
長
旅
を
癒
し
散
策
す
る
。
夕
食
後
は
貸
し

切
り
の
ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
。
シ
ョ

パ
ン
の
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
生
で
聞
い
た
こ
と

は
後
に
も
先
に
も
二
回
目
で
あ
る
。
一
回
目

は
ノ
ル
エ
ー
の
オ
ス
ロ
で
経
験
し
た
。
今
回

は
大
半
が
女
性
で
占
め
て
い
る
の
で
、
黄
色

い
声
で
喜
び
勇
ん
で
い
た
。
正
装
不
要
で
旅

服
装
で
拝
聴
し
た
。
正
直
い
う
と
拝
聴
し
て

も
わ
か
ら
な
い
が
、
気
分
は
よ
か
っ
た
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
演
奏
者
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
ロ
ベ
ル
ト
・
ス
キ
エ
ー
ラ
氏
で
八
曲
ほ

ど
演
奏
し
て
く
れ
た
。
残
念
な
が
ら
聞
き
覚

え
の
あ
る
曲
は
一
曲
も
な
か
っ
た
。
悲
し
い

限
り
で
あ
る
。
サ
イ
ン
入
り
の
Ｃ
Ｄ
一
枚
を

購
入
、
２
５
ユ
ー
ロ
。 

 ６
／
１
３ 

 

ワ
ル
シ
ャ
ワ
か
ら
旧
首
都
の
ク
ラ
ク
フ

に
向
う
。
世
界
遺
産
の
文
化
・
歴
史
の
中
心
地

区
を
観
光
す
る
。
バ
ベ
ル
城
、
国
立
美
術
館
で

は
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
名
画 

「
白
貂
を
抱
く
貴
婦
人
」
を
鑑
賞 

国
立
美
術
館
で
絵
画
、
彫
刻
な
ど
を
鑑
賞

後
、
夕
食
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
風
カ
ツ
レ
ツ
を
食

べ
に
行
く
。
期
待
し
て
行
っ
た
が
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
、
主
食
の
ボ
リ
ュ
ウ
ム
は
あ
る
が
、
肉

が
固
く
馬
肉
の
筋
あ
た
り
を
食
べ
さ
せ
ら
れ

た
感
じ
で
あ
っ
た
。
バ
ル
ト
三
国
で
は
連
日

３
０
度
あ
り
、
の
ど
が
渇
い
て
仕
方
が
な
い
。

食
前
は
、
生
水
は
危
険
で
あ
る
の
で
ビ
ー
ル

が
欠
か
せ
な
い
。 

 

６
／
１
４  

現
在
首
都
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
あ
る
が
、
遷
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都
す
る
前
は
ク
ラ
フ
ク
市
で
あ
り
バ
ス
で
移

動
す
る
所
要
時
間
約
１
時
間
３
０
分
。
目
的

は
国
立
博
物
館
で
あ
り
、
負
の
世
界
遺
産
で

も
あ
る
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収
容
所
で
あ
る
。 

 

到
着
す
る
と
既
に
大
勢
の
人
が
入
場
を
待

っ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
に
聞
く
と
世
界
各
国
か

ら
観
光
客
、
中
高
校
生
、
学
校
に
上
が
ら
な
い

子
供
達
も
入
場
待
ち
に
続
々
と
集
ま
っ
て
く

る
。
事
前
に
手
荷
物
は
Ａ
４
版
ぐ
ら
い
に
制

限
さ
れ
る
。
見
学
時
間
は
１
時
間
３
０
分
ぐ

ら
い
で
、
見
学
者
は
大
部
分
外
国
人
で
あ
り
、

特
に
中
高
校
生
・
子
供
た
ち
は
修
学
旅
行
の

よ
う
で
第
二
次
世
界
大
戦
の
説
明
と
「
な
ぜ

ナ
チ
に
よ
り
周
辺
国
の
知
識
人
・
教
師
・
芸
能

人
・
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
が
浄
化
の
対
象
に
さ
れ

た
の
か
な
ど
か
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
か

と
思
わ
れ
る
。
簡
単
に
収
容
時
の
設
立
と
、
こ

こ
で
何
が
行
わ
れ
た
の
か
を
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
抜
粋
し
て
み
る
と
以
下
の
通
り

で
あ
る
。 

 

１
９
４
０
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
政
治
犯

を
収
容
す
る
た
め
設
立
さ
れ
、
時
が
た
つ
に

つ
れ
ナ
チ
は
様
々
の
国
の
市
民
、
主
に
ユ
ダ

ヤ
人
や
ソ
連
軍
の
捕
虜
ジ
プ
シ
ー
な
ど
欧
州

全
域
か
ら
送
り
込
ん
だ
。
周
辺
の
町
は
ド
イ

ツ
第
三
帝
国
内
に
編
入
さ
れ
、
ナ
チ
は
同
時

に
名
前
を
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
と
変
え
、
１
９

３
９
年
末
に
は
親
衛
隊
と
警
察
の
司
令
部
に

強
制
収
容
所
の
構
想
が
持
ち
上
が
っ
た
。
収

容
所
は
１
９
４
２
年
に
は
二
階
建
て
２
８
棟

に
増
え
、
一
時
２
０
，
０
０
０
人
以
上
に
達
し

た
と
さ
れ
、
平
均
は
１
３
，
０
０
０
か
ら
１
６
，

０
０
０
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

収
容
所
内
、
逃
亡
者
防
止
用
高
電
圧
線
網 

                                  
  

      

     

 

こ
こ
で
も
収
容
で
き
な
く
、
３
ｋ
ｍ
離
れ
た

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
Ⅱ=

ビ
ル
ケ
ナ
ウ
と
名
称

化
さ
れ
増
設
さ
れ
た
。 

  ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
チ
ェ
コ
国
境
近
く
、 

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
広
さ
７
倍
１
７
５
ｈ
ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アウシュビッツ収容所の前 

 

アウシュビッツ強制収容所入口（門扉にArbeit Macht Frei） 

 

ビルケナウ強制収容所 

 

ガス室入口(ガスはチクロンB殺虫剤) 
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ビ
ル
ケ
ナ
ウ
で
最
も
重
要
な
の
は
四
か
所

の
ガ
ス
室
・
焼
却
炉
の
死
骸
と
死
体
の
焼
き

場
、
収
容
所
へ
追
放
さ
れ
た
人
々
を
選
別
し

た
鉄
道
専
用
の
荷
下
ろ
し
場
、
人
々
の
骨
粉

が
池
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
に
お
い
て
は
”
死

の
収
容
棟
”
で
あ
る
。 

 

  

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ 

の
施
設
は
残
っ
て
い

る
が
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
は
バ
ラ
ッ
ク
作
り
の
た
め
、 

入
口
だ
け
は
レ
ン
ガ
造
り
で
残
っ
て
い
る
も

の
の-

、
木
造
バ
ラ
ッ
ク
は
数
棟
残
っ
て
い
る

程
度
で
あ
る
。
内
部
は
前
頁
の
一
枚
と
二
枚

の
写
真
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
上
記
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
と
ビ
ル
ケ
ナ
ウ

の
施
設
は
博
物
館
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て

い
る
。
１
９
４
２
年
こ
ろ
か
ら
収
容
所
は
欧

州
の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
施
設
と
な
り
、
大
部
分

は
登
録
や
囚
人
番
号
が
な
く
列
車
な
ど
で
到

着
後
す
ぐ
カ
ス
室
に
送
ら
れ
殺
さ
れ
た
。
そ

の
た
め
正
確
な
犠
牲
者
数
を
確
か
め
る
こ
と

が
困
難
で
あ
っ
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
こ
の

問
題
は
多
く
の
国
々
で
歴
史
家
の
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
て
、
推
計
の
中
で
約
１
５
０
万
人

が
犠
牲
に
な
っ
た
と
。 

  

博
物
館
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
両
施
設
に
送
ら
れ
て
き
た
人
の
身
に
着

け
て
い
る
も
の
、
す
べ
て
を
死
体
か
ら
取
り

外
し(

眼
鏡
、
イ
ア
リ
ン
グ
、
金
歯
の
金
、
髪

の
毛
、
義
手
・
義
足
な
ど)

、
利
用
で
き
る
も

の
は
活
か
し
た
よ
う
で
あ
る
。
遺
体
は
焼
却

後
、
証
拠
隠
滅
の
た
め
、
粉
砕
し
て
肥
料
に
し

た
模
様
で
あ
る
。 

 

こ
と
ご
と
く
各
国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
犯

罪
者
、
ソ
連
軍
の
捕
虜
、
政
治
犯
、
ユ
ダ
ヤ
人 

な
ど
ド
イ
ツ
親
衛
隊
に
背
く
者
は
個
々
の
施

設
で
抹
殺
さ
れ
、
持
ち
運
ん
で
き
た
財
産
は

没
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
の
残
忍
極

ま
る
行
為
が
、
こ
の
博
物
館
で
見
せ
つ
け
ら

れ
た
。 

 

思
う
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
じ
め
と
し
て
ナ
チ

ス
の
幹
部
は
ド
イ
ツ
が
ユ
ダ
ヤ
民
族
に
征
服

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
込
み
、
他
国

に
散
ら
ば
っ
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
を
含
め
、
上
記

の
施
設
に
収
容
し
殺
害
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
真
実
は
不
明
で
あ
る
。 

独
裁
政
権
及
び
独
裁
者
の
も
と
の
ナ
チ
ス

と
い
う
集
団
の
行
為
は
残
忍
で
あ
り
卑
劣
で

あ
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
だ
け
が
の
こ
る
も
の

で
あ
る
。 

 

最
近
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
死
体
を

処
理
し
て
い
た
作
業
員
が
記
録
し
て
い
た
メ 

モ
が
土
の
下
に
埋
め
ら
れ
た
瓶
か
ら
発
見
さ

れ
た
。
解
読
し
た
内
容
に
よ
る
と
ア
ン
ダ
コ

マ
ン
ダ
氏
の
手
紙
に
は
人
種
・
宗
教
な
ど
痕

跡
を
消
す
た
め
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
に
は
原
因
が

あ
り
、
展
示
さ
れ
て
い
る
と
。
私
に
は
展
示
品

か
ら
は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
１
９
／
１
２
／
５
（
仙
台
市
泉
区
在
住
） 

   

仙
台
支
部
年
間
行
事
予
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
仙
台
興
譲
館
行
事 

 

※
４
月
５
日
（
日
）
大
掃
除
・
寮
生
総
会 

■
４
月
１
８
日
（
土
） 

※
春
の
交
流
会
（
寮
生
会
主
催
）
（
会
場
：

仙
台
興
譲
館
） ➡

 

中
止 

■
６
月
６
日
（
土
）  

令
和
２
年
度
仙
台
支
部
通
常
総
会
（
仙
台
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
） ➡

 

無
期
延
期 

※
６
～
７
月
前
期
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
行
事  

■
６
月
２
７
日
（
土
）  

令
和
２
年
度
米
沢
有
為
会
定
時
総
会 

・
会
場
：
東
京  

■
８
月
５
日(

水) 

夏
の
交
流
会
（
七
夕
前
夜
祭
・
広
瀬
川
原
花

火
鑑
賞
会
）
（
会
場
：
仙
台
興
譲
館
屋
上
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
➡
 

開
催
な
し 

◆
８
月
以
降
の
支
部
行
事
は
未
定 

 

※
９
月
２
７
日
（
日
） 

大
掃
除
・
寮
生
総

会  ※
１
１
月 

後
期
リ
ク
レ
ー
シ
ョ 

ン
行
事  

■
１
２
月
１
２
日
（
土
）  

※
忘
年
会
（
寮
生
会
主
催
）
（
会
場
：
仙
台

興
譲
館
）  

※
１
月
上
旬 

第
一
次
入
寮
面
接  

※
１
月
１
４
日
（
月
）
ど
ん
と
祭  

■
１
月
１
６
日
（
土
）  

※
新
年
会
兼
卒
寮
生
歓
送
コ
ン
パ
（
寮
生
会  

 

 

 

 「プライバシーのない」トイレ 
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主
催
） 

（
会
場
：
仙
台
興
譲
館  

※
２
～
３
月 

温
泉
旅
行
又
は
食
事
会  

※
３
月
上
旬 

第
二
次
入
寮
面
接 

※
３
月
中
旬 

第
三
次
入
寮
面
接  

※
３
月
下
旬 
第
四
次
入
寮
面
接  

※
３
月 

末
日 
寮
生
総
会 

  

会 

員 

異 

動 

 

退
会 芳

賀 

滋
彌
（
賛
助
会
員
） 

山
路 

浩
幸
（
正
会
員
） 

宮
坂 

匡 

（
賛
助
会
員
） 

（
３
月
３
１
日
付
） 

 

仙
台
興
譲
館
だ
よ
り 

 

仙
台
興
譲
館
寮
生
名
簿 

鹿
又 

桂
司 

（
東
北
大
学
経
済
学
部
１
） 

[

米
沢
興
譲
館
Ｒ
２
卒]  
 

南
陽
市
出
身 

 

鈴
木 

優 

（
東
北
学
院
大
学
経
済
学
部
１
） 

[

米
沢
商
業
Ｒ
２
卒]  

 

米
沢
市
出
身 

小
形 

祥
史
（
東
北
福
祉
大
学
健
康
科
学
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
）[

米
沢
興

館
Ｈ
２
９
卒]  

 

川
西
町
出
身 

◎
令
和
２
年
度
前
期
寮
長 

梅
沢 

謙
吾 

（
東
北
大
学
経
済
学
部
４
） 

[

米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
９
卒]  

 

米
沢
市
出
身 

佐
藤 

大
貴 

(

東
北
工
業
大
学
工
学
部
情
報 

 

通
信
工
学
科
４)  

 
[

米
沢
工
業
Ｈ
２
９

卒]

高
畠
町
出
身 

渋
谷 

拓 

（
東
北
大
学
工
学
部
機
械
知
能

航
空
工
学
科
４
）[

米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
９
卒]  

米
沢
市
出
身 

 
 

島
貫 

英
佑 

（
東
北
文
化
学
園
大
学
医
療

福
祉
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
４
）

[

米
沢
東
Ｈ
２
９
卒]  

川
西
町
出
身 

伊
藤 

真
蒼(

東
北
大
学
工
学
部
化
学
・
バ
イ

オ
学
科
４)  [

米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
８
卒] 

米
沢
市
出
身 

二
瓶 
太
陽(

東
北
福
祉
大
学
総
合
マ
ネ
ジ
メ 

ン
ト
学
部
産
業
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学 

科
４)[

米
沢
東
Ｈ
２
８
卒]  

米
沢
市
出
身 

坂
本 

雄
哉
（
東
北
大
学
歯
学
部
６
）  

［
米
沢
興
譲
館
Ｈ
２
７
卒
］ 

南
陽
市
出
身  

           

行 

事 

報 

告 
 

 

興
譲
館
寮
忘
年
会(

寮
生
会
主
催
） 

 

令
和
元
年
１
２
月
１
４
日 

参
加
者
：
会
員
６
名
寮
生
５
名 

            

興
譲
館
寮
新
年
会(

寮
生
会
主
催
） 

 

令
和
２
年
１
月
１
８
日 

参
加
者
：
会
員
６
名
寮
生
６
名 

             

 

 

支 部 だ よ り  

原 稿 募 集 

   

随 想 、 旅 行 記 、 趣 

味 な ど 何 で も 結構 

で す 。 次 号 は １２ 

月 発 行 予 定 、 是非投

稿ください。 
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寮
の
庭
の
植
物
「
か
て
も
の
」 

 
今
号
の
１
頁
を
埋
め
る
記
事
を
寮
生
に
依

頼
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

流
行
で
ボ
ツ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ウ

ィ
ル
ス
の
せ
い
で
寮
生
も
授
業
に
も
行
け
ず
、

バ
イ
ト
も
な
く
な
り
、
就
活
も
出
来
ず
、
さ
ら

に
寮
母
さ
ん
も
退
職
し
た
た
め
飯
を
食
う
に

も
大
変
な
事
態
で
あ
る
。
戦
争
直
後
な
ら
そ

こ
ら
辺
に
生
え
て
る
野
草
を
食
べ
て
糊
口
を

し
の
ぐ
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
甲
支
部
長
か

ら
「
あ
ん
た
な
ら
植
物
を
や
っ
て
い
る
か
ら

大
丈
夫
だ
よ
ね
」、
な
ど
と
か
ら
か
わ
れ
た
。

確
か
に
私
は
そ
こ
ら
辺
に
生
え
て
い
る
植
物

を
生
で
平
気
で
食
べ
る
。 

何
で
埋
め
よ
う
か
と
過
去
の
支
部
だ
よ
り

を
め
く
っ
て
い
た
ら
米
沢
藩
の
「
か
て
も
の
」

に
つ
い
て
ま
だ
書
い
て
な
い
こ
と
に
気
づ
い

た
。
２
０
０
年
以
上
前
の
江
戸
時
代
（
１
８
０

２
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
か
て
も
の
」
は
飢
饉
、

戦
時
中
の
食
料
不
足
の
時
、
多
く
の
人
々
の

命
を
救
っ
た
「
救
世
主
の
本
」
で
あ
る
。 

 

寮
の
庭
に
は
「
か
て
も
の
」
に
載
っ
て
い
る

植
物
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
ネ

ッ
ト
で
確
認
す
る
と
１
種
類
載
っ
て
い
た
の

で
驚
い
た
。
米
沢
藩
の
「
か
て
も
の
」
に
つ
い

て
紹
介
し
よ
う
。 

か
て
も
の
と
は
、
糧
に
す
る
も
の
の
意
味

で
、
飢
饉
な
ど
の
際
に
た
べ
ら
れ
る
植
物
な

ど
救
荒
植
物
な
ど
の
知
識
を
民
衆
に
知
ら
せ

る
た
め
、
米
沢
藩
藩
主
で
あ
っ
た
上
杉
治
憲

（
鷹
山
）
公
（
１
７
５
１―

１
８
２
２
年
）
の

命
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
本
で
あ
る
。 

ネ
ッ
ト
で
「
か
て
も
の
」
を
検
索
す
る
と
米

沢
市
立
図
書
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
書
誌
情
報

が
現
れ
、「
か
て
も
の
」
の
全
頁
が
閲
覧
で
き
、

さ
ら
に
現
代
語
訳
ま
で
も
載
っ
て
い
る
（
写

真
）。 

                       

最
後
の
頁
に
中
條
・
莅
戸
の
名
前
が
あ
り
、

二
人
が
編
集
者
で
莅
戸
は
莅
戸
善
政
（
１
７

３
５―

１
８
０
４
年
）
で
、
私
の
米
沢
の
生
家

か
ら
約
３
０
０
ｍ
離
れ
た
城
南
（
前
の
七
軒

町
）
の
長
泉
寺
に
墓
が
あ
り
、
看
板
が
道
路
に

出
て
い
た
の
で
名
前
は
知
っ
て
い
た
が
何
を

し
た
人
か
は
大
人
に
な
る
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
。
中
條
は
中
條
至
資
（
１
７
７
１―

１
８
１

４
年
）
で
前
支
部
長
の
中
條
仁
先
生
の
７
代

前
の
当
主
で
、
二
人
は
米
沢
藩
の
奉
行
職
（
国

家
老
相
当
）
と
い
う
こ
と
で
す
。
他
に
何
人
か

の
上
杉
藩
の
侍
医
で
執
筆
し
た
と
の
こ
と
で

す
。 江

戸
時
代
に
何
回
か
の
飢
饉
が
あ
っ
た
が
、

天
明
（
１
７
８
３
年
）
の
大
飢
饉
、
天
保
（
１

８
３
３
年
）
の
大
飢
饉
に
も
米
沢
藩
内
で
死

者
を
出
さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
有
名
な 

話
で
す
が
、
食
べ
ら
れ
る
野
草
を
領
民
に

紹
介
し
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。 

８
２
種
の
草
木
、
果
実
を
選
び
、
そ
の
調
理

法
を
簡
潔
・
具
体
的
に
記
述
し
て
あ
り
、
初
版

は
木
版
で
１
５
７
５
冊
刊
行
し
た
と
い
う
。

太
平
洋
戦
争
直
前
に
も
当
時
の
米
沢
市
長
が

復
刻
し
て
市
民
に
配
布
し
た
と
い
う
。 

 

寮
の
狭
い
庭
に
は
「
か
て
も
の
」
に
載
っ
て

い
る
草
木
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

１
種
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
ギ
シ
ギ
シ
（
エ
ゾ
ノ

ギ
シ
ギ
シ
（
写
真
））
で
あ
る
。
今
年
は
こ
の

ギ
シ
ギ
シ
が
寮
の
狭
い
裏
庭
に
は
び
こ
っ
て

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
米
沢
で
は
い
ろ
い
ろ
な
山
菜
を
食

べ
る
が
、
私
は
ギ
シ
ギ
シ
を
食
べ
た
こ
と
が

な
い
。
タ
デ
科
な
の
で
シ
ュ
ウ
酸
を
含
み
酸

っ
ぱ
い
味
が
す
る
と
思
う
の
で
、
寮
に
行
っ

た
時
若
芽
を
つ
ん
で
食
べ
て
み
よ
う
。「
か
て

も
の
」
に
は
「
若
葉
を
湯
引
き
水
に
さ
は
し
て

食
う
又
か
て
物
と
す
」、
と
調
理
法
を
書
い
て

あ
る
が
。 

              

 

（
仙
台
興
譲
館
寮
館
長 

滝
口
政
彦
） 

 

編
集
後
記
： 

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ペ
ス
ト

の
大
流
行
で
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
始
ま
っ
た
と

言
わ
れ
る
。
新
コ
ロ
ナ
の
全
世
界
で
の
大
流

行
の
後
で
ど
の
よ
う
な
新
し
い
世
界
・
文
化

が
出
現
す
る
の
だ
ろ
う
か
。 

編
集
責
任
者 

滝
口
政
彦 

  

 


